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※エアバス社提供

方 に 至 るまで、

搭乗するお客様

の快適さを追求

し、空の旅を満

喫して頂ける製

品を提供してい

ます。

製品の設計・開発においては、耐久性や機能性はもとより

バリアフリーや衛生面にも配慮し、機体メーカーやエアライ

ンからの細かいご要望にも柔軟に対応することで、お客様へ

の提供価値の最大化に向けた挑戦を続けています。

力を駆使して重装備や特殊

任務のための改造なども実

施してきました。こうした

実績を技術の更なる深化

に活かすことで、航空業界

の安全と発展に寄与してい

ます。

しています。

炭素繊維構造部材の加工

では、当社が独自に開発した

ADP（Advanced Pultrusion）

製法による連続成型技術が、

航空機の軽量化に貢献してい

ます。

価値創造の源泉

価値創造の源泉
私たちジャムコグループは、時代とともに変化し続ける社会のニーズや課題に応え、お客様の「あんしん、快適 」を追求すること

で新たな価値を創造し続けます。

1955 年 9月1日、小型航空機の整備事業から創業し、

航空機部品・機器の製造、航空機内装品の製造へと事業

を拡大し、大きく成長してきました。整備事業発展のなか

「 士魂商才 」を掲げて経営にあたり、1965 年に航空機製

作の夢を実現するまでに技術力を高めました。それは､ 飛

行機に対する情熱と粘り強い努力により成しえたものであ

り､ その技術力は現在に継承され、そしてその精神は ｢ 士

魂 ｣として現在も息づいています｡ ｢ 士魂 ｣ は武士としての

ジャムコが提供する３つの価値

技術のジャムコは、士魂の気概をもって

一、夢の実現にむけて挑戦しつづけます。

一、 お客様の喜びと社員の幸せを求めていきます。

一、 自然との共生をはかり、豊かな社会づくりに

貢献します。

高い倫理観､ 誠実で決して屈しない逞しい精神であり､ こ

の気概と技術をもって､ 夢の実現に挑戦し､ お客さまと社

員の幸せ､ 自然と社会への貢献を目指すという思いが込め

られています。

ジャムコグループは、常により良い製品・サービスの提

供を追及して改革と変革に挑み、技術と品質の向上に注力

してきました。私たちが提供するのは「 安全なフライトと快

適な空の旅 」であり、それを支える独自技術がジャムコの

大いなる強みとなっています。製品の軽量化を実現する新

技術の追求は、航空機の燃料消費の低減を通じてCO2 排

出量の削減、地球環境保全に直接貢献します。また、人間

工学を考慮し、多様性に配慮した製品・サービスの開発、

更に衛生面を向上させる感染症対策など、持続可能な社会

づくりに貢献できる価値創造の取組みは、世界各国のお客

様から高い評価と信頼を得ています。

創業以来、変革の下に人と技術の成長を続け、価値を生

み出してきました。ここでは、ジャムコのコアである独自技

術から生み出された3つの価値をご紹介します。

ジャムコが提供するさまざまな価値は、「快適移動空間」、「価値ある環境性能」、「安全運航環境」の３つに大きく分けることができ

ます。これらは当社独自技術の結集であり、航空機を基軸とした製造・整備を通じてお客様との信頼関係を築いてきました。これから

も当社は、人と技術をコアコンピタンスとして新たな価値を創出し続けることで、お客様とともに持続的成長を果たしていきます。

当社が製造する航空機用の厨房設備（ギャレー）と化粧室

（ラバトリー）は、世界のエアラインが運航する中大型の旅

客機の多くに搭載されており、その世界シェアはギャレーで

約40％、ラバトリーは約50％となっています（当社調べ）。

これらギャレー、ラバトリー等の航空機内装品を構成する部

品は、厳しい耐空性基準を満たす必要があります。例えばそ

の主要構造材料であるハニカムパネルでは、炭素繊維やアラ

ミド繊維といった特殊な素材を使用することで、軽量で難燃

性を兼ね備えながら、高い強度と耐久性を実現しています。

また、乗客用シートでは、安全性のみならずデザイン、素材、

座り心地、使いやすさからギャザー（革シートのシワ）の寄せ

航空・宇宙開発分野に求められるのは、厳しい基準を満た

すための加工技術、安定供給のための生産設備、耐空性を保

証するための品質管理体制です。ジャムコでは2003年より品

質マネジメントシステムJIS Q 9100の認証を取得し、品質へ

の徹底したこだわりをもって臨んでいます。

また、航空機に用いられる特殊金属の溶接、熱処理、ろう

付け、非破壊検査などの特殊工程技術を積み上げ、航空宇宙

分野における特殊工程の世界的認証制度Nadcapによる認証

を、非破壊検査、複合材、レーザー加工の工程において取得

1955年の創業以来、航空機の部品製造のみならず整備・

改造事業においても、中小型機のメンテナンスセンターとし

て幅広いお客様のご要望に応えてきました。近年国内のエア

ラインにおいては、燃料効率の良いリージョナル機クラスの

小型旅客機の需要が増えています。これまで蓄積してきた整

備・改造の技術を活かし、小型旅客機の分野でも定期整備や

改造などの需要に応じられる体制を整えています。また、防

衛省をはじめ、海上保安庁、航空大学校、警察など官公庁の

特殊用途の機体は、機体メーカーとの技術提携や独自の技術

経営理念

■ 快適移動空間の提供 ―人と環境に優しい内装品

■ 価値ある環境性能の提供 ―高度な独自技術

■ 安全運航環境の提供 ―国内最大の整備専門会社
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ジャムコの競争優位性　研究開発

ジャムコの競争優位性　研究開発
■ 研究開発の考え方

安全と品質に十分配慮した製品及びサービスを開発、

提供し、お客様とのよりよい信頼関係の構築に努めてい

ます。ESG（ 環境・社会・ガバナンス ）・SDGs（ 持続可能

な開発目標 ）に関連した社会課題に対して、サステナビリ

ティ活動とイノベーション活動を通じて解決に挑みます。

JAMCO Vision 2030 で掲げる「 価値創造企業グルー

プ 」を、“ 次世代モビリティ市場において「 快適移動空間

の提供 」、「 価値ある環境性能の提供 」、「 安全運航環境の

提供 」を行う企業グループ ” と定義し、当社の技術をイ

ノベーションとともに進化させてモノづくりへ落とし込

み、価値ある製品やサービスを顧客に提供するための研

究開発を推進しています。

■ 研究開発体制

研究開発については、テーマとその段階に応じて基礎

研究、応用研究、工業化研究にカテゴリーを分け、基礎

技術の探求から実用化に向けた研究開発に区分けして実

施しています。

本社に技術イノベーション統括部を配置し、全社の技

術的なイノベーション戦略の立案及び管理、革新的な技

術の基礎または応用研究及び開発を行っています。

技術イノベーション統括部は JAMCO Vision 2030

で示された、「 技術と品質を翼に、快適で持続可能な未

来へ 」という指針を踏まえ、ジャムコの技術をイノベー

ションによって進化させながら、モノづくりを通じた価

値提供サービス企業へ生まれ変わるために、ジャムコグ

ループ全社を対象に、その技術戦略を個別の施策へ具体

化し、その活動を推進していきます。

得し、独創技術を追求し、製品へ活用していくことで持

続可能な社会への貢献に努めています。

■ 研究開発を支える人財教育

ジャムコはテクロノジー主体となる世の中に対応する

製品やサービスを生み出すべく、デジタル人財の確保や

イノベーティブな風土への改革を行い、人財と組織が持

つ能力を最大限に発揮することを目指します。

「 Innovation Road Map 2050 」にて当社が提供する

製品やサービスのあるべき姿を策定し、それぞれ短期、

中長期の研究開発項目に応じて社内外の教育、セミナー

を活用し、知識、知見の向上に努めています。また研究

開発の基礎となる技術教育に関して、航空機内装品事業

部、航空機器製造事業部においては技術員全員の基礎教

育（ E-learning、対面教育 ）と、小集団による専門教育

を行っており、航空機整備事業部においては航空機メー

カーの各種技術に対するフローダウン教育を行い知識、

経験の共有を行っています。

■ 研究開発マネジメント

技術イノベーション統括部は全社の研究開発を統轄

し、技術イノベーション統括担当執行役員が務める研究

開発統括責任者の下、研究開発の推進業務及び産業財産

権等の管理業務を行っています。

技術イノベーション統括部及び各事業部技術部門に

それぞれ配置する研究開発グループは、「 Innovation 

Road Map 2050 」にて当社が提供する製品やサービス

のあるべき姿を策定し、これに基づく新製品の試験的製

作、新技術の研究、開発、採用、新市場の開拓、現有技術

の改良・研究を各段階に応じて基礎研究、応用研究、工業

化研究などを実施しています。具体的には基礎研究と応

用研究を技術イノベーション統括部が担い、各事業部で

は製品化に直結する開発としての工業化研究を行ってい

ます。基礎開発から製品開発へと技術イノベーション統

括部と事業部が連携して製品化に進める体制を構築して

います。

特許または実用新案などの産業財産権は、積極的に取

研究開発統轄責任者
（技術イノベーション統括担当執行役員）

研究開発統轄部門
（技術イノベーション統括部）

委員長：研究開発統括部門
　　　　担当執行役員
委員　：本社関連部門及び
　　　　事業部より選出

技術
イノベーション

統括部

航空機内装品
事業部
研究開発
担当部門

航空機器製造
事業部
研究開発
担当部門

航空機整備
事業部
研究開発
担当部門

発明委員会

開発に携わる人財に向けては、技術イノベーション統

括部が中心となり、事業部間での情報交換（ 知見の融通 ）

と、ディスカッションできる体制を整えています。また

大学や研究開発法人、各企業等の研究機関と連携し、脱

炭素化に向けた社会課題の解決を図る各種プロジェクト

に積極的に参画し、当社が中心となって取り組むことで

継続的な人財育成に努めています。また研究開発によっ

て得られた失敗談を含む知見は、講演会等を通じて社外

にも発信し、共有を図っています。

社会貢献との関連　

当社では、地域の学校との交流や大学等での教育・学

術支援、海外企業との連携による共同研究開発など、未

来を担う人財の育成、雇用の創出、技術開発等を通じた

イノベーションの創出に向けて、積極的に取り組んでい

きます。
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マテリアリティの特定

ジャムコグループでは下記の３つのステップを経て、さま

ざまな社会課題の中からマテリアリティの特定を行いまし

た。その結果、価値創造に関連するマテリアリティとして特

に重要と評価した次の７項目、①カーボンニュートラルへの

取組み（技術開発を通したカーボンニュートラルへの取組

み、生産効率向上等によるGHG排出量削減、再生可能エネ

マテリアリティ特定プロセス

マテリアリティと対応方針・施策

マテリアリティ（ 重要課題 ）

マテリアリティ（重要課題）

マテリアリティの特定
マテリアリティは、当社グループが目指す将来の社会像に向けてJAMCO Vision 2030 及び Action Plan 2030（ AP2030 ）

と整合性をもって、特定しました。その具体的な目標設定及び KPI については、経営計画と連動させながら推進していくことで、 

JAMCO Vision 2030の実現に寄与するものとなっています。

マテリアリティについては、その具体的な内容である施策・方針を明確にし、施策・方針ごとに2030 年及び 3 年単位でのマイ

ルストーンを設定し、当年度の事業計画のなかで具体的な取組みを進めています。

ルギーの積極的導入）、②資源循環への取組み強化、③あん

しん、快適な移動空間の実現、④サプライチェーンにおける

関係者との信頼関係強化、⑤生き生きとした職場づくり（生

き生きと働くための職場環境整備）、また経営基盤整備に関

連するマテリアリティとして、⑥社会・地域への貢献、⑦組

織のレジリエンス強化、を特定しました。

候補となる課題の抽出

		国際ガイドライン（GRIスタンダード、

SASB）やSDGs、ESG評価機関の評価項

目などをベースに自社の事業活動での課

題やお客様及びサプライチェーンパート

ナーとの取組み課題を整理し、候補とな

る課題を抽出しました

課題の評価

			「STEP1」で抽出・整理した課題につい

て、ステークホルダー及び自社の視点で

の評価を以下の観点から実施しました

		ステークホルダーからの視点では日々の

活動における対話を重視して評価を実施

しました

			自社視点では自社の目指すべきビジョン

とそれを実現するために重要な課題を重

視して評価しました

			「STEP2」で実施した評価結果に基づ

き、事業部門と本社部門で構成された

ワーキング・グループや、専門家との検討

を通じて案を作成し、サステナビリティ推

進ボードでの協議を経て決定、取締役会

へ報告いたしました

STEP1 STEP2 STEP3

1  - E  カーボンニュートラルへの取組み

2  - E 資源循環への取組み強化

3  - S あんしん、快適な移動空間の実現

4  - S サプライチェーンにおける関係者との信頼関係強化

5  - S  生き生きとした職場づくり

6  - S 社会・地域への貢献

7  - G 組織のレジリエンスの強化

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
と
っ
て
の
重
要
度
・
影
響
度

特
に
重
要

自社にとっての重要度・影響度
重要 特に重要

1
2

7
4

6

3
5

マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ

1   カーボンニュートラルへの取組み 2   資源循環への取組み 
強化

1 -a.	
技術開発を通した
カーボンニュートラル
への取組み

1 -b.
	生産効率向上等による
GHG排出削減、再生可
能エネルギーの積極的
導入

貢
献
す
る
S
D
G
s

2
0
3
0
年
に
目
指
す
べ
き
姿

		気候変動について想定されたリスクが回避され、機会となるビジネ
スに参入できている

		CO2排出量削減目標が達成されている

当社グループは、2050年までにカーボンニュートラルの実現を目指
します。

2030年目標
グループ全体のScope1とScope2の合計を、2019年度を基準とし
て50％以上削減することを目標とする

			「技術力と品質」をさらに磨き、「経
験と知識」を融合し進化させ、サー
キュラーエコノミーへの移行に向け
て廃棄ロスの削減、資源の循環を推
進する

マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
解
決
の
た
め
の
方
針
・
施
策

① 	当社製品のCO2排出量削
減の取組み（カーボンフッ
トプリント、自然由来の素
材、材料、部品の活用な
ど）

② 	当社製品の軽量化による
機体の燃費効率の改善

③ 	他業種への軽量化技術等
の提供

④ 	関連するコンソーシアムへ
の参加、業界全体の活動へ
の貢献

① 	DXの活用等による生産効
率向上や省エネ設備導入に
よる自社排出CO2の削減

② 	自社施設内での再生可能
エネルギーの生産

③			関連するコンソーシアムへ
の参加、業界全体の活動へ
の貢献

① 	リサイクル原料の調達先の開拓と
積極的な活用

② 	廃棄段階におけるリサイクル率向上

③			工場やオフィスの廃棄物削減■ マテリアリティマトリックス
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マテリアリティ（ 重要課題 ）

マテリアリティと対応方針・施策

マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ

3   あんしん、快適な 
移動空間の実現

4   サプライチェーンにお
ける関係者との信頼関
係強化

5  生き生きとした職場づくり 6   社会・地域への 
貢献

7   組織の 
レジリエンス強化

5 -a. 
新たな未来を
切り拓く人財育成

5 -b.	
生き生きと働くための
職場環境整備

貢
献
す
る
S
D
G
s

2
0
3
0
年
に
目
指
す
べ
き
姿

		進化・発展する航空宇宙分野におい
て、また生まれてくる革新的な次世代
モビリティにおいて、当社の提供した
製品やサービスが、より多くの人々が
安心して快適に移動できる社会の実現
に貢献している

		ジャムコの調達方針を十分に周知し、
公正で健全なビジネス関係を築き、そ
れぞれの国の文化や習慣を尊重し、サ
プライチェーンを通じた信頼関係を構
築する

			「誠実で社員を大事にする会社」であり続ける。国内・海外を問わず、グループ全体で、
社員の成長を支え、社員一人ひとりが仕事への誇りと高い技術力を持って業務に取り
組み、生き生きと働く事のできる職場環境を作る

		良質な雇用環境の提供と社会貢献活
動を通じてコミュニティの発展に貢献
し、社会との信頼関係を構築する

			「技術のジャムコは、士魂の気概を
もって」を基軸とする経営理念の下、
顧客への製品・サービスの提供を通じ
て社会に貢献し、リスクマネジメント
に取り組み、企業として永続する

マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
解
決
の
た
め
の
方
針
・
施
策

① 	人に寄り添った空飛ぶ移動空間を実
現するためのソリューションを提供

②			空飛ぶ移動体験を“待ち”の時間か
ら感動をもたらす時間へと変えるソ
リューションを提供

③			運航時の利便性の向上、環境負荷の
軽減につながるソリューションを提供

④  次世代モビリティの社会基盤となる
ソリューションを提供

① 	人権・社会・環境面のアセスメント及
び協業関係強化

② 		製品・サービスにおけるライフサイ
クルでのGHG排出量削減への共同
取組み

③ 		研究機関や素材メーカー、サプライ
チェーンパートナーとの新たな素材
や工法に関する共同開発の推進

①			新技術開発や新事業展開のためのイ
ノベーション人財の育成と採用

②		多様な価値観（ダイバーシティ）を
尊重し新たな価値の創出につなげ
られる人財の育成

③			自律型（自ら考え、行動する）人財
の育成

①		個の多様性を認知・尊重する組織風
土づくりと、多様な働き方の促進

②			従業員の健康増進

③			教育機会の増加、学び直しの機会提
供と積極的な自己啓発の促進

① 	良質な雇用環境の提供を通じた社会
への貢献

②			積極的な社会貢献活動による社会か
らの信頼感の醸成

①	リスクマネジメント体制の強化

②		ガバナンスの継続的強化

③		情報開示の充実によるエンゲージメ
ント強化
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ステークホルダーエンゲージメント

ステークホルダーエンゲージメント
ジャムコは事業活動を行ううえで、お客様・取引先・株主・地域社会・従業員を含むすべてのステークホルダーの皆様から信頼

される誠実な企業を目指し、ステークホルダーの皆様との対話を継続的に行っています。当社グループに対するご意見やご期待

を的確に把握し、事業活動に反映させることでステークホルダーと良好なエンゲージメントに努めています。

社外のステークホルダーからの問い合わせに対しては、

Webサイト内にお問い合わせフォームを設け、ここに寄

せられた意見・要望は、関連部門と共有し迅速に対応して

います。

ステークホルダーとの対話

また、当社は、ステークホルダーとの対話を当社の持続

的な成長と中長期的な企業価値の向上に資するものと考

え、積極的に実施しています。このうち投資家との対話の

場として次のような機会を設けています。

1. 	機関投資家向け決算説明会（年2回）、工場見学会（年1回）を定例的に開催しています。	 	
2022年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、決算説明会については、5月は実開催+Live
配信にて開催、11月は万全の感染症対策のうえ実開催しました（後日ビデオをコーポレートサイト
に掲載）。なお、工場見学会は中止しました。

2.  機関投資家の要請等に応じて、One	on	One	Meeting※１、Small	Meeting※２に対応しています。

3.  個人投資家向け説明会を随時不定期に開催しています。

4.  個人株主向け工場見学会を開催しています。	 	
2022年度は新型コロナウイルス感染症の影響により中止しました。

5.		株主総会当日は、株主総会の模様をLive配信するとともに株主懇談会を開催しています。

サプライヤー

機体メーカー

エアライン各社

官公庁

パートナーシップ

顧客満足

顧客満足

顧客満足

互恵関係

連携と協調

健全な関係

働きがい

株主／投資家

地域社会

行政

従業員／
家族

すべての
ステークホルダー

信頼関係

JAMCO

投資家との対話の場

※１　機関投資家やアナリストと行う個別面談
※２　決算説明会とは違い、少人数で行う面談
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航空業界全体で脱炭素化していく未来へ貢献
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航空安全第一の上に立つ「脱炭素化」「軽量化」の課題

				　航空業界を基軸に事業を展開するうえで、研究技術開発の分野から最も重視していることはなんですか。

    　 単に当社が提供させていただいている製品やサービスがどの程度脱炭素化の促進に寄与できるかということだけで

なく、航空会社による航空機運航も含めて、業界全体でどのような貢献ができるかを意識して研究開発を行っていま

す。例えば、ギャレー、ラバトリー、乗客用の座席（シート）などを軽量化することによって、機体重量が軽減される

ため、ジェット燃料が節減できるので、温室効果ガスの排出量の低減につながります。また、航空機用部品や製品の

製造工程などで生じる端材を再利用できる形で回収して、別の航空機用製品に使用することによって、従来は廃棄

していた部材のアップサイクル利用ができれば、資源循環のエコシステムの構築にも貢献できます。

		　		社会課題である脱炭素（低炭素）はジェット燃料を使う航空機の機能からも難しい課題ですが、内装製品の軽量化による燃費向上などで寄

与していることについて、どのような苦労や課題がありましたか。

  　  サステナビリティを航空業界で展開していくために最も重要なことは、航空機の安全性を犠牲にしない、ということです。 たとえば、どんなに環境負荷

の低い材料があっても、それが簡単に燃えてしまったり、必要な強度を保てなかったりする性質のものであれば、航空機の安全性を保てません。航空機

内装品の軽量化においても、航空安全が第一にあり、その上でどれだけ脱炭素化のための工夫を反映していけるかが課題です。

開発・導入事例

		　		脱炭素化の研究開発の一方で、コロナウイルス感染症の時代において乗客の安全安心のため衛生面でどのような製品開発を進めていますか。

  　  機内の化粧室（ラバトリー）にはスペースを有効に使うために中折れ式のドアが多く採用されていますが、このタイプのドアは、内側から開けるときにハ

ンドルを手でつかんで引くことが必要なため、コロナ禍では、衛生面で不安を感じられるお客様もいらっしゃいました。そこで、全日本空輸株式会社の

ご協力をいただき、ドアハンドルを手でつかまなくても開けられるように、肘などを

使って簡単にドアを開けられるハンズフリーのドアハンドルを、お客様の声も取り入

れながら開発して、ご採用いただきました。

		　		今後どのような課題解決に挑戦したいと考えていますか。

  　  ある製品のサステナビリティを考えたとき、その製品の材料が作られるところから、

その製品が航空機の一部として利用されて、航空機が寿命を迎えて退役し、解体さ

れるまでのライフサイクルを考えて、その役目を終えた製品の部品や材料を、もう一

度再生して、再び航空機の一部となる製品に生まれ変わらせることができれば理想

的です。このように航空業界のなかで資源循環のサイクルを回していくことができる

ように、それを支える技術の研究開発に取り組んでいきたいと思います。

板倉 潮
参与・技術イノベーション統括部長
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特 集 脱炭素への挑戦
脱炭素（カーボンニュートラル ）への貢献は、航空業界のみならず、社会全体の重要な課題となっています。

当社では、航空機分野へ炭素繊維の研究・開発・納入をしてきたこれまでの知見を生かし、

航空機軽量化の追求、再生可能エネルギーの活用を両翼に、

新しいモビリティ時代へ向けて挑戦をしています。

事業を通じたカーボンニュートラルの取組み

■ さらなる温室効果ガス（ GHG ）排出量削減を推進

■ 製造における取組み

■ サプライチェーン全体での温室効果ガス排出削減

当社ではLED照明の導入、社有車のEV車への入れ替

え、コンプレッサーや空調などの設定最適化を実施するこ

とにより、エネルギー使用量の削減を図ってきました。

今後の取組みとしては、GHG排出量の削減目標「2030

年にグループ全体のScope1とScope2の合計を、2019年

度を基準として50％以上削減すること（2050年カーボン

ニュートラルの実現を目指す）」を達成するため、IT化や

DXの推進等による工場の高効率・自働化、太陽光発電等

の再生可能エネルギーの導入などによりエネルギー使用量

のさらなる削減を進めていきます。

航空機内装品製造、航空機器製造、航空機整備の事業展

開においては、国内拠点が大半を占めていますので、国内

拠点が使用するエネルギーを、自然由来のエネルギーに転

換することが、脱炭素への挑戦のはじめの一歩であると認

識しています。また、製造・整備サービスに関係する施設

設備においてエネルギー使用量の削減への取組みも重要な

対策となります。

2023年度より、国内拠点における太陽光発電設備の導

気候関連財務情報開示タスクフォース（ Task Force on 

Climate-related Financial Disclosures：以下 TCFD ）

提言の枠組みに基づく情報開示に向けて、2022 年度から

GHG 排出量の算定と把握に取り組んでいます。

グループ全体のCO2 排出量Scope1、Scope2の算定の仕

組みづくりが完了し、2022年度から継続的に算定を行って

います。サプライチェーンを通じたScope3については算定

の仕組みづくりに取り組んでいます。

CO2 排出量削減の具体的施策としては、従来のグループ

全体での省エネルギー活動や省エネルギー設備への積極的

な更新に加えて、製造・整備工場の生産を無駄なく効率的

な業務プロセスに変換するシステムの構築や、太陽光発電

設備導入に向けた取組みを加速しています。また、当社製

品のライフサイクル全体でのCO2 排出量削減については、

Scope3での排出量削減活動の一環として、当社の委託先企

業の皆様との意見交換を積極的に進めています。
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温室効果ガス（ GHG ）排出量推移

■	Scope1			■	Scope2		 	連結売上高原単位

（t-CO2 ／
百万円）（t-CO2 ）

（年度）

入と製造工程における生産技術の改善活動などの各種検討

を重ねており、エネルギー使用量の少ない製造・整備プロ

セスでの事業展開を目指して取り組んでいます。

商品開発、イノベーション技術の研究においては、お客

様の要望を具現化すべく試行錯誤を重ねるなかで、お客様

にサステナブルな素材や部品の活用に向けた提言をフィー

ドバックするなどの取組みを進めるとともに、航空業界全

体での脱炭素への技術開発などのコンソーシアムに参画し

て、新技術創出に向けた研鑽を重ねています。

A

A

A

A

Q

Q

Q

Q
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